
■天候

第４試合　　２回戦

球審：福田　　塁審：宇田川　池田　岩佐

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 計 安 失

2 0 0 1 0 4 7 7 2

0 0 2 0 4 0 6 6 0

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 一         3 1 0 0 四球 三振 一ゴ 左飛

2 遊         4 2 2 4 中安 三振 三振 左本

3 中         4 0 1 0 三ゴ 二飛 中２ 二飛

4 投 三     2 1 1 1 左犠 左安 一飛

5 三 投     3 0 1 0 遊安 捕邪 二飛

6 捕         2 1 1 0 三振 死球 中２

7 右 左       1 1 0 0 遊ゴ 四球 死球

8 左 右       2 0 0 1 三振 死球 三振

9 二         3 1 1 0 三飛 三振 一安

          

          

          

          

          

24 7 7 6

4 1/3

1 2/3

打 得 安 点 1 2 3 4 5 5 6 7 8

1 捕         4 2 2 2 遊ゴ 左３ 左２ 中飛

2 遊         3 1 0 0 三振 投飛 四球 一ゴ

3 三         2 1 1 1 死球 三ゴ 中安

4 投         3 0 1 0 三振 右３ 遊ゴ

5 一         3 0 1 1 一ゴ 投ゴ 投二

6 左         2 0 0 0 三振 三振 四球

7 二         3 0 1 1 三振 三振 左安

8 右         2 2 0 0 遊失 四球 三振

9 中         2 0 0 0 三振 捕犠 三振

          

          

          

          

          

24 6 6 5

6

中　谷　良　介

山　口　大　輔

上　川　真　人

岡　　　春　紀
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残塁：５　併殺：０

残塁：５　併殺：０

■戦評

山　口　大　輔 島　谷　　　潤

島　谷　　　潤

松　本　　　亮

四球 自責

1 0

3 4

三振

佐々木　善　樹 8

21 4 7

2 2

回数 安打

投手 捕手

ポジション 氏名

合計

■バッテリー

福　本　修　平

佐々木　勇　輔

高　橋　雄　太

佐々木　善　樹

中　嶋　健　太

5山　口　大　輔 30 7 7

打者

6

大川内　　　錬

■投手成績

自責氏名 回数 打者

■日時 ８月１４日（木）

６回打ち切り■球場 ■試合時間 １時間５０分 ■備考

広島県立呉工業高校　対　国士舘高校曇のち晴

大田スタジアム

広島

代表地区出場校名

国士舘

三振

清　水　孝一郎

安打

氏名

佐々木　善　樹

中　嶋　健　太

■審判

四球

ともに５年ぶり出場の国士舘と呉工業の対戦。先攻の国士舘は初回、４番大川内の犠牲フライとワイルドピッチで２点を先
制。追う呉工業は３回裏、敵失で出塁した福本を一塁に置き１番島谷が左翼越適時三塁打で１点を返す。打球の処理をもた
つく間に島谷も本塁を踏み同点に追いつく。追いつかれた国士舘はすかさず４回表に安打と三つの四死球で１点を奪い再び
リードを保つ。３－２で迎えた５回裏呉工業は、この回先頭８番福本が四球で歩き９番岡が二塁に送った後、１番島谷が左翼
越適時二塁打で１点返しまず同点。２番松本が四球を選び、盗塁で一死二・三塁から３番中谷が中前適時打を放ち逆転に成
功する。ここで代わった国士舘２番手佐々木にも２本の安打を浴びせ、この回４点を奪い６－３とする。３点を追う国士舘は最
終回、この回先頭６番中嶋が中堅越二塁打で出塁。７番小山の死球、９番井野の内野安打などで二死満塁と絶好のチャンス
を迎える。ここで２番清水が起死回生の左翼越逆転満塁本塁打を放ち大逆転。その裏の呉工業の攻撃を３人で打ち取り、大
会特別規定により時間切れ６回打ち切り７－６で国士舘が接戦を制した。

合計

備考

東京１

■投手成績

ポジション 氏名

宍　戸　俊　介

大川内　　　錬

備考

■バッテリー

中　川　広　大

呉工業

国士舘

呉工業

小　山　恭　弘

小　川　恵　太

井　野　正　伸

投手

大川内　　　錬

捕手


